
John F. Nash (2005. 8. 06)（担当 泊　昌孝（文理学部数学科））(8.07 and 8.11改訂)

(ノーベル賞をもらった数学者)

1. はじめに
皆さんは、ナッシュという名前の数学者を御存知でしょうか？

彼は、2001年度アカデミー賞の主要４部門を受賞した映画「ビューティフルマインド」
のモデルとして取り上げられた実在の現存の数学者なのです。

数学者がハリウッド映画の主人公に取り上げられる事自体が稀で、驚きなのですが、さ
らにこの映画の内容は様々な意味で衝撃的でした。主人公の数学者ナッシュは強度の幻覚
をともなう精神障害「統合失調症（旧病名：精神分裂病）」をわずらっており、最新のCG

技術を駆使した映画は、その様々なハプニングが見事な映像として表現されていました。

ナッシュは、ノーベル賞を既に受賞しておりそれなりに有名人だったはずなのですが、
その事自体にも、人によって、不思議な印象をもったのではないのでしょうか？例えば、

「ノーベル賞に数学はなかったのではないのか？」（実はノーベル経済学賞）
とか
「数学者であるナッシュが経済学賞？」
とか
「えっ！？まだナッシュって生きていたんだ」
....と、いった調子です。

実は、ナッシュの名の付いた数学の概念や結果は、沢山あり、数学の専門の研究をして
いると次のような言葉は目にする事があります。

Nash equibibrium – ナッシュ均衡点（ゲーム理論）
Nash bargaining solution – ナッシュ交渉解（ゲーム理論）
Nash program （ゲーム理論）
De Georgi - Nash の理論（偏微分方程式論）
Nash manifold, Nash function, Nash morphism (実代数幾何）
Nash embedding – ナッシュの等長埋め込み（微分幾何学）
Nash-Moser inmplicit function theorem ( invese mapping theorem )- ナッシュ・モー
ザーの陰関数定理 (逆関数定理）（解析学、関数解析）

Nash blowing-up - ナッシュのブロウイングアップ（代数幾何、特異点理論）
Nashの Arc Spaceの理論（代数幾何, 特異点理論 1968年に投稿され、1995年に出版!!）

などです。
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本日は、この数学の部分を何か Key word で理解していただいて、数学への興味を持っ
ていただけるようなお話をしたいと思います。

2. Nash の年譜

1928年 6月 13日 アメリカ合衆国 West Virginia Bluefield にて誕生, full name は John

Forbes Nash Jr.

父親は電機技師、母親は英語とラテン語の教師。標準的な学校で教育を受けるが、ハイ
スクールの学生の頃には、E.T.Bell による ”Men of Mathematics” などを読む。素数べき
に関する Fermatの小定理の証明にも成功したとのこと...。

1948年 カーネギー工科大学卒

1950 年 5 月 プリンストン大学にて博士号の学位取得, 学位論文は”Non-cooperative

Games” この論文および、ゲーム理論関係の諸結果は、両大学に在学中に達成されたもの
である。
この学位論文が受理されなかった時の為にすでに全く別のテーマ ”Real algebraic man-

ifold” の論文を用意していたという。こちらの論文の完成は 1951年の秋。

1950 年, 朝鮮戦争勃発、 II-A（職業が理由となる徴兵延期）資格申請、（ちなみに I-A

は甲種合格）

1951年 マサチューセッツ工科大学 (M.I.T.)講師、
等長埋め込みの問題へ関心を寄せる。この問題についてC1埋め込みを 1953年成功,1954

年にはCr化 (r ≥ 3)に成功し、そして 1956年の Ann. of Math. に最終形が発表される。
等長埋め込みの理論の中で、後に Nash-Moser 陰関数定理と呼ばれる解析的手法が確立さ
れる。

1956年 一年間サバティカル (Sloan sabbatical)でプリンストン大へ（実際の住まいは
ニューヨーク）
クーラン研究所にて、楕円型偏微分方程式の研究（２次元の結果の高次元化）について
ニーレンベルクやヘルマンダーと議論。いくつかの基本的結果を示す。（De Georgi- Nash

の理論） De Georgi は独自にNash の結果を上回る仕事をしたと言われているが、両者の
方法は全く別のもの。

1957年 2月 結婚（お相手はアリシア・ラデル）

1958年（エジンバラ）のフィールズ賞の候補者にあがるも、ルネ・トム（微分可能多
様体のコボルディズム）に破れ受賞できず。同時受賞は、ロス（整数論）。
ちなみに、1962 年 (ミルナー、ヘルマンダー）までのフィーズ賞は一度に 2人までで

あった。

1958年年末から ナッシュの行動に異変があらわれる。
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1959年アメリカ数学会主催の地方部会にて、異様な講演を行う。この中で、リーマン予
想についても述べている。聴衆は、何故それがリーマン予想に関連するか理解できなかっ
たようだ。（実は、1959年 1月ごろ、MIT のテニュア（終身教授資格）がまさに決定しよ
うとした時期だった。）

1959年春 MIT 、統合失調症の入院治療、退院後にM.I.T.辞職

1959年夏から 1960年にかけて、パリ、ジュネーブなどのヨーロッパ諸国を放浪。1961

年にはふたたび入院治療。
ちなみに、彼にほどこされた治療方法はインシュリン療法と呼ばれるもので、電気ショッ
クの療法は用いられなかった。（映画のストーリーはフィクションが多く、自分の事では
ないという様子で試写に立ち会ったNashであったが、治療シーンだけは、映画の中での
ラッセルクロウの演技に対し、ナッシュは正視することはできなかったと言われている。）

1961年 10月ごろから、健康状況が回復し、再び研究ができるようになる。当時のプリ
ンストン研究所のスタッフ：スペンサー、ボレル、セルバーク、モース、モントゴメリー
などの力添えで、研究所における一年契約の研究作業が用意された。

1962年に発表された「コーシー問題の論文」はこのころ作成された。しかし、1962年
の夏には、また健康状況が悪化。
このころ、いわゆる Nash blowing-up のアイデアを思いつき、広中先生とも議論をし

たとの記録がある。しかし、Nash 自身の論文などは見たことがない。
1963年から 1964年にかけて、プリンストン研究所での研究所員資格の給付を受けたり、

スタッフの努力の結果、1964年 5月プリンストン数学科教員への正式任命が決定する。し
かし、その中で、健康の異常が再発。

1965年～1967年 ボストンでのひとり暮らし。MITへときどき通う。正気をだんだん取
り戻し、「陰関数定理の解析データバージョン」を執筆、そして、「特異点の標準的解消」
に関する研究に取りかかる（Arc space の理論だろうか？）。

1968年以降、再び健康の状況が悪化する。この頃 Nash 40歳。

1970年代、ファインホールの幽霊と呼ばれる生活を送る。

1978年 フォン・ノイマン賞受賞（ゲーム理論に於ける「非協力均衡論」）

1990年ごろから、正気にもどった Nash がプリンストンのセミナーに出席するように
なる。

1994年 10月ノーベル経済学賞
実際に、1980年代半ばから、ノーベル賞候補に Nash の名が挙がり始めていたようだ。

現在：プリンストン大学、ファインホールに研究室をもらい、肩書きは、

Senior Research Mathematician
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となっている。彼のホームページは、
http://www.math.princeton.edu/k̃jfnj/

である。
（一番最新のホームページ内の「texts and graphics」のコーナーの変更は 2005年 7月

24日 (この原稿執筆時）になっている。まだまだ元気）

3. 私個人のナッシュ体験は Nash blowing-up からです。
私は、1979年に早稲田大学理工学部を卒業し、京大の数理解析研究所で大学院時代を
送りました。学部時代は多変数関数論を学び、大学院では代数幾何的な特異点理論を勉強
していました。そんなわけで、大学院時代は、指導教官の斎藤恭司先生の特異点セミナー
と中野茂男先生の複素解析セミナーに属していたのですが、広中先生が日本に戻ってこら
れてセミナーで話されることもありました。

1982年 7月 13日 広中先生が昼休み直後のセミナーで、”Nash blowing-up の繰り返し
によって全ての代数多様体の特異点解消ができるのではないか” という事をテーマに発表
をされました。実際、広中先生は、正規化を加えると問題は、２次元についてはある特殊
な特異点（サンドイッチ特異点）についてのみ考えれば良いというところまでつめられて
いる事を話されたのです。
そのサンドイッチ特異点の場合は２年後広中先生の弟子のスピバコフスキー氏が解決
し、また、その 3年後の 87年夏には、バークレイの可換環論研究集会でリップマン氏がそ
の内容を取り上げるなど、私の周りでは、Nash の名が無くなることはありませんでした。

同時に、私は、少しだけ複素解析のセミナーにも顔を出していたのですが、その中でも
Nash の名は耳にしておりました。複素平面やその高次元化として得られる多変数複素関
数の存在域として特徴づけられる領域は、通常の集合ではない境界の特徴を持ちます。擬
凸とよばれる、通常の凸性を複素化した概念がその性質なのです。境界になるべき抽象的
な奇数次元の多様体に、その接束の中のある種の複素構造が見えるとき、実際それが自然
に複素領域の境界であることによるものなのかという埋め込み問題、これは自然である
が、難しいことでした。コロンビア大学の倉西正武先生が決定的な寄与をこの問題にされ
ていましたが、それが、（倉西先生によって拡張された）Nash-Moser の逆関数定理によ
るものでした。

これらは、共に Nash の名前を冠しているものの、あまり共通性を感じられるアイデア
をもっていません。同じ人が考えたアイデアなのかというのは正直言ってよくわからな
い、という代物でした。それに、Nash blowing-up の方の話は、これに関する Nash の文
献はなく、広中先生に
「Nash ってどんな人なんですか？」
と当時尋ねてみたところ、
「普通の人が考えられないような発想をする」
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とか
「精神病院にはいっていて、変な手紙をよこしたりする」
とかいう答えが帰ってくる状況でした。「謎だぁ～」というのが当時の私の理解です。
それに、1980年代 Nash の論文が出ているわけでもなく、彼自身がどうしているのかも
関心はわきませんでした。

その後、1995年ごろ、彼がノーベル賞をとったとの情報をえました。
これは非常に不思議な気持ちです。さきほど述べた、「数学者が何故？」「ゲーム理論っ
て一体何？」「これって同じNash のこと？」っといった気持ちです。
更に、映画です。Beautiful Mind という作品。当時は見ませんでした。
原作本は買いましたが、....、これが大変読みにくい。
まあ、Nash は生きているんだ、くらいの気持ちでいたのです。

ところが、この最近２、３年私は毎月のように、Nash の名を新しい結果と共に聞く事
になります。日大文理学部では、渡辺敬一先生のもとで、定期的に全国の可換環論的な特
異点理論のセミナーが開かれています。その中で、東工大の石井志保子先生が、毎月のよ
うに Nashの arc spaceの理論に関する新しい結果を発表されているのです。その結果が、
「確かに大事な事だというのはわかるが、良く理解できない」まさに「Nash だ」といいた
くなるものなのです。

今回、サマースクールという場をお借りして、自分自身の Nash への疑問を少し解明
し、何か皆様が、映画や原作本以外の側面も感じていただければ面白いだろうと、この
テーマを取り上げてみました。
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